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おかげさまで 今年度創立１３５年を迎えます 

 

俳句作りを始めます 
 園 長 渡邉 美和 

 先日、幼稚園の農園で収穫したスナップエンドウを塩ゆでにして子供たちと食べました。ぷっく

りと膨らんでいて、お店で購入するものとは全然違って、噛むと甘みが口中に広がる美味しさでし

た。これから夏野菜の親子栽培が始まります。今から収穫が楽しみです。植えるときは、しっかり

土を入れて苗がぐらぐらしないようにしてあげてください。野菜も手をかけてあげるほどおいし

く育つと思います。 

  

今月から、俳句の会が始まります。今年度も森須蘭先生にご指導をいただきます。親子で心豊か

な取組となるように、私たちも一緒に俳句作りを楽しんでまいります。子供たちが言葉を獲得して

いく中で大切なことは何でしょうか？私は体験を通し言葉の意味を実感すること、感動を味わう

ことだと思います。俳句は、様々な言葉に出会い、感じることができると思います。時別な出来事

だけでなく、日常生活の中で聞こえてくる子供のつぶやきに耳を傾けていきましょう。難しく考え

ず、遊び感覚で、目の前の風景、お天気などについて浮かんだ言葉を書き留めてみましょう。そし

て子供のつぶやきをつなげてみると、幼稚園時代の成長の様子が俳句に込められていくと思いま

す。森須先生から上野動物園の吟行時に「俳句って何？」ということを教えていただきます。 

 

５月はこんなことを大切にしていきます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ことり組＞ 

・したい遊びを見付けて楽しさを感じたり、戸外で伸び伸びと体を動かす開放感を味わったりする。 

・昼食や親子苗植えを通して、みんなと一緒に食べる嬉しさを感じたり自然物への興味をもったりする。 

・身の回りのできることを教師に手伝ってもらいながら自分でやろうとし、できた喜びを感じる。 

＜うさぎ組＞ 

・興味をもったことに自分から関わって遊んだり、中型積み木やゲームボックス等で場をつくったりし、教師

や友達と遊ぶことを楽しむ。 

・戸外で教師や友達と一緒に体を動かして遊び、楽しさや心地よさを感じる。 

・リズム遊びや製作、園外活動などの学級のみんなと活動することに興味をもって取り組み、楽しさを感じる。 

・花や野菜の栽培に関心をもち、すすんで行い生長を楽しみにする。 

＜ぞ う組＞ 

・当番活動や動植物の世話などを友達と取り組む中で、自分のすることが分かり、自分たちでできた喜びを感

じる。 

・グループでの活動に取り組み、友達の思いや考えに気付き、受け止めようとする。 

・園外保育では、季節を感じながら園内を散策したり思い切り走ったりすることを楽しむ。 

ねぎしようちえんだより ５月号 
根っこを育てる  ぎゅっとつながる  心身ともに健康に 


